
作業療法士からお百姓

2006年より青年海外協力隊で

チュニジア共和国に作業療法士隊

員として派遣され、二年間活動し

て帰国しました。作業療法士とい

うのは、したいことやできるよう

になったらいいなあと思っている

作業（することや状態）を可能に

するお手伝いをする仕事です。

異文化に触れ、その土地ならで

はの生活と仕事を楽しんで帰国し

た時、ふと「自分のやりたい作業

をとことんやってみよう」と思い、

かねてから憧れていた農業を徳島

で始めました。今は、「つながり

農園」を運営し、夫と四人の子供

たちと生活しています。

我が家はみんな食いしん坊です。

食べたいものを自分たちで作って

みよう！というところから育てる

作物を決めるほどです。野菜や豆

を育てて漬物やお菓子まで作るよ

うになりました。天候に合わせて

生活し、季節ものを食べていると

体調も良いように思います。食べ

るものを創れる喜びはひとしおで

す。ありがたいことだと感じます。

ただ、「食べたいものを作る」

と言うのは簡単ですが、なかなか

思うようにはできません。

「お百姓」とはよく言ったもの

で、たくさんの技量や知識が必要

で奥深い。10年間毎年実験の積

み重ねですが、今のところこんな

風に取り組んでいます。

REPORT
森陽子

独立行政法人国際協力機構（ジャイカ） 四国センター JICA徳島デスク

JICA海外協力隊参加後、農業の道へ

今回はチュニジアで作業療法士として活動した後、徳島県で農業をしている辻登志江さんをご紹介します。
「自分がしたいことをしたい」と、家族で農業を始めました。現在、畑でできたものを販売するだけでなく、
商品にして販売しています。これは、SDGsの「つくる責任、つかう責任」に繋がっています。作ったものを
余すことなく消費者の元へ。日本では日々多くの食べ物が捨てられています。農家のかたの実際の姿に目を向
けて、農作物や食料の大切さを考えてみませんか？

つながり農園 主宰 辻登志江
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土の旬 身土不二

心も身体も食べるものからでき

ているんだなあと気づいた頃、

「身土不二」という言葉に出会い

ました。「身土不二」とは本来

「人間の身体と土地は切り離せな

い関係にあるということ。その土

地でその季節にとれたものを食べ

るのが健康に良いという考え方」

（松村明監修：『デジタル大辞

泉』）だそうですが、農園を営む

私にとっては、なるほど食べ物を

作るのは土！食べて元気になる食

べ物は土づくりなのか！と感じま

した。

作物に季節があるように体が必

要とするものにも季節があります。

土にも季節があります。

季節、つまり土の旬を大事にした

いので露地栽培にこだわっていま

す。

畑の宝 土づくり

つながり農園の土づくりは、旬

の草を丸ごと堆肥にすることです。

雑草といわれる草にも季節があり

ますし、年を重ねるごとに生え方

や種類も変わってくるのです。こ

れが面白いほどに土が必要として

いるものを生やしているんです。

畑に生えた草を根っこごと抜いて

（生えている場所の畑で）大きい

袋に入れて米ぬかと水をふって口

を閉じて発酵させています。発行

した雑草堆肥を草が生えていた畑

に土として混ぜ込みます。あとは

もみがらや燻炭、家庭で出たもの

を「畑の栄養」といって土に反す

方法です。

農園の恵み

露地栽培の畑で採れた作物は、

旬がはっきりしています。春には

丸ごと食べる豆や菜の花などの花

芽、夏には水分を多く含んだもの、

秋には栄養価の高い保存のきくも

の、冬には時間をかけて温めると

おいしいものなどが多いです。天

候や温度などの環境と人間の過ご

し方からすると、季節の旬のもの

を食すと良いのがわかる気がしま

す。体の調子を整えてくれるもの

ができているような気がします。

農園では最近、駄菓子や漬け物

つくりに力を入れています。畑で

採れたものを甘味にしたものが駄

菓子の始まりだそうです。漬け物

も長期保存がきくので気に入って

います。

農と食と生活（やりたいことを

仕事にできる）というしあわせの

循環で世の中が満たされるといい

なあと日々感じています。
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